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論　　文　　の　　要　　旨
　河川の出水時には流量の増加とともに浮遊土砂の濃度も増大する。この際，浮遊土砂濃度のピー
クが流量のピークに先行することが，内外の調査例からも広く認められてきた。しかしその成因の
詳細は空白のままである。本研究は。本学水理実験センターの大型水路による実験によって、この
現象の機構を解明することを目的として行われた。
　実験にあたっては、砂床河川の条件を念頭において，底質として中央粒径0，57㎜の混合砂を便用
しヨ流量をなめらさに変化さす場合（実験I）と砂床勾配と流量とを一定に保つ場合（実験I亙）と
について浮遊砂濃度の変化を追跡した。
　その結果ラ実験Iでは浮遊砂濃度が流量の急増する増水期に高く、そのピークは流量のピークに
先行し，実際河川における現象に相似することが確認された。さらにラ砂床に形成される砂堆が，
増水期に激しく変形して波長ラ波高ともに増大し、浮遊砂濃度が高くなることに強く影響している
ことが明らかにされた。
　実験IIでは砂堆の発達が浮遊砂濃度に与える影響を具体的に明らかにすることを目途した。その
ために砂床勾配を2種類に限定し。それぞれについて3通りの一定流量を流し，砂堆の発達と浮遊
濃度との関係を追跡した。その実験によって次のことが明らかにされた。（1）流量と砂床勾配が一
定の条件下でも，砂堆が急速に生長する一｛砂堆の生長期”と、一定の波長と波高に達した後の！｛砂
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堆の安定期”とに分けられることヨ（2）浮遊砂濃度は砂堆の生長期に高く、砂堆の安定期には，砂
堆の波長，波高ともに大きいにも拘らず，浮遊砂濃度は減少することラ（3）その理由としては言砂
堆の成長期には成長を続ける砂堆表面とそこに発生する渦との激しい相互作用により，多量の砂粒
をとり込んだ渦が水流中を上昇して浮遊砂濃度を高めるが，砂堆の安定期には水流と砂堆表面との
激しい相互作用はなく，浮遊砂濃度も高くならない。
　最後にヨ上記の実験結果に基づいて，砂堆の形状が安定するのに要する時問（安定化時問）につ
いて検討してストーリムパワーの増加関数であることを導いた。さらに実際河川の出水について考
察しラ流量の増大とともにストリームパワーも増大するので，増水期は常に砂堆の生長期にあたっ
ておりヲこのことが増水期に浮遊砂濃度が高い理由であることを明らかにした。
審　　査　　の　　要　　旨
　実際河川の出水時の現象は，河川地形の研究にとって基本的であるにも拘らず，多数の要因が複
雑にからまるためにヨ現地調査のみからその機構を解明することは極めて困難である。著者はこの
ことに鑑みて，本論文においては、水路実験によって問題の解明を試みた。
　水路実験は、河川工学をはじめとして、古くから実施されてきた手法で既に多くの実績が残され
ている。これらの実績を踏まえ，しかも冒的に適合するように実験を2種類に区別したことは、著
者の自然の出水現象に対する深い理解を示すものと評価される。砂床勾配の流量の条件を限定する
ことによって砂堆発達の過程を生長期と安定期に区分したこと，この発達過程が浮遊砂濃度に密接
に結びついていること、および砂堆形状の安定化時問を提唱したことは河川地形学のみならず河川
工学に対しても新しい知見を加えるものであり，その貢献は高く評価される。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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